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研究成果の概要（和文）： 可逆回路は計算における情報のエントロピーが不変で双方向に論理演算が可能な回
路であり、演算エネルギーの熱力学的限界であるLandauer 限界を超える超低消費電力での論理演算が可能であ
ることが知られている。本研究では我々が提案した可逆断熱量子磁束パラメトロン(AQFP)を利用することで、逆
問題の計算を低消費電力で実行できる計算機の創生を目指す。我々は可逆AQFP多数決ゲートを用いて可逆加算器
を設計・試作し、回路の正常動作を実験により検証した。また、可逆ゲートを用いた可逆演算回路の消費エネル
ギーの数値解析を行い、これらの回路がLandauer限界を超える超低消費電力で動作することを示した。

研究成果の概要（英文）：Reversible logic circuits can perform logic operation bidirectionally 
without change of the entropy of the information, and are known as extremely energy-efficient logic 
whose power consumption can be well below the thermodynamic limitation called the Landauer’s limit.
 In this study we aimed to create inverse problem computers with high-energy efficiency by using 
reversible adiabatic-quantum-flux-parametron (AQFP) circuits, which were proposed in our group 
previously. We have designed and implemented a reversible full adder using reversible AQFP majority 
gates and verified its correct operation. We have also numerically evaluated the energy consumption 
of the reversible full adder and shown that its bit energy can be reduced lower than the Landauer’s
 limit.

研究分野： 電子工学、超伝導エレクトロニクス、集積回路工学
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１．研究開始当初の背景 
 データセンタなどの近年のハイエンド情
報機器の爆発的な消費エネルギーの増大に
対して、今後の情報化社会の発展のためには
その抜本的な省エネルギー化を可能とする
革新的新技術の創生が重要な社会的課題で
ある。 
 １ビットの論理演算におけるエネルギー
下限値の存在は古くから議論されているが、
Landauer によれば１ビットの情報の消去に
対して最低 kBTln2 のエネルギーが消費され
る[1]。また、エントロピーが保存される可逆
回路においては、演算に伴うエネルギー消費
がないことが予言されている。可逆回路とは、
入力データから出力をあるいは出力データ
から入力を双方向に演算可能な回路である。
最近になって情報の消去に対する Landauer
限界の存在が実験的検証された[2]。また我々
は、断熱型量子磁束回路(AQFP 回路)と呼ば
れる論理回路を用いることで、論理的にも物
理的にも可逆性を持つ完全可逆論理ゲート
の動作実証を世界に先駆けて行った[3]。可逆
AQFP 回路は、最新の CMOS に対して６桁
以上の省エネルギー性を持っている。 
 
２．研究の目的 
 本研究では可逆断熱型量子磁束パラメト
ロン(AQFP) 回路を利用することで、原理的
に解法が困難な逆問題の計算を高効率かつ
低消費電力で実行できる逆問題計算機を創
生する。本原理に基づいて加減算・乗除算可
逆演算や逆行列演算を行う逆問題計算機を
実現し、可逆回路を用いた逆問題計算機の有
効性を示す。 
 
３．研究の方法 
 本研究の主な研究課題は、①可逆 AQFP ゲ
ートを用いた加減算・乗除算回路の実現と、
②可逆 AQFP ゲートの逆問題演算回路への展
開である。研究では、まず①に関連して、我々
が提案した可逆 AQFP 多数決回路において、
論理演算の可逆性と消費エネルギーとの関
係を数値解析により調べる。可逆 AQFP 論理
ゲートを構成するジョセフソン接合の位相
の時間依存性を調べ、各接合の位相変化が論
理演算の時間反転に対して可逆であること
を示す。 
 次に可逆 AQFP ゲートを用いた加減算・乗
除算回路の実現を目指す。これまでに開発し
た可逆 AQFP 多数決回路を用いて可逆加減算、
乗除算器を設計・試作する。 
 ②については、可逆 AQFP ゲートを用いた
逆行列計算アルゴリズムを検討する。可逆回
路を用いて出力データから入力を計算する
逆行列計算器を検討する。 
 
４．研究成果 
 可逆 AQFP 回路において、論理演算の可逆
性と消費エネルギーとの関係を数値解析に
より調べた。まず、可逆 AQFP 論理ゲートを

構成するジョセフソン接合の位相の時間依
存性を調べ、各接合の位相変化が論理演算の
時間反転に対して可逆であることを示した。
このことは、提案した可逆 AQFP 論理ゲート
が、論理的にも物理的にも可逆であることを
示している。また、これらの回路の演算速度
を減少させることで、演算のエネルギーを
Landauer 限界以下のエネルギーに下げられ
ることを数値解析により示した。一方、作為
的に論理演算における情報エントロピーを
消去した AQFP 論理ゲートでは、論理演算に
際して Landauer 限界よりも大きなエネルギ
ー消費が起こることを明らかにした。以上の
成果は、論理ゲートの論理的、物理的可逆性
が論理回路の消費電力を下げる上で非常に
重要であることを示すものである。 
 図１に可逆 AQFP ゲートの回路図を示す。
可逆 AQFP ゲートは AQFP 回路で構成された
3 つの 3 入力多数決 (MAJ) ゲートと 3 つの 3
出力分岐 (SPL) ゲートで構成される 3入力 3
出力の可逆論理ゲートである。ここで、3 入
力a, b, cに対するMAJゲートの出力論理関数
は、MAJ (a, b, c) = ab + bc + ca である。 
 図２に RQFP ゲートを用いた可逆全加算器 
(RFA) の回路図を示す。RFA は 3 入力 4 出力
の論理ゲートであり、可逆 AQFP ゲートを 2
つ用いることで構成できる。出力 s, cout はそ
れぞれ和と桁上げを表している。また、入力
論理と出力論理が 1 対 1 に対応しているため
RFA は論理的可逆である。実際に設計した接
合数は 28 接合であり、AQFP 回路で構成した
非可逆の全加算器 (AQFP FA) と比較して 6
接合減らすことができた。 
 産業技術研究所の高速標準ジョセフソン
プロセス(HSTP)を用いて RFA の設計及び試
作を行った。図３に試作した回路の顕微鏡写
真を示す。回路の論理状態を読み出すため
dc-SQUID を用いた。dc-SQUID は最終段の
AQFP ゲートと磁気的に結合しており、AQFP
回路からの論理出力が “1” のときに有電圧

 

図１ 可逆 AQFP ゲートの回路図 

 

 

図２ 可逆全加算器(RFA)の回路図 

 



状態に遷移する。図４に RFA の 100 kHz 動作
時の測定結果を示す。 Ix1, Ix2 は sin 波の
Excitation 電流、s, x, y, cout は出力検出用
dc-SQUID の出力電圧である。測定において
RFA が正常動作したことを確認した。 
 我々は RFA の１ビット演算あたりの消費
エネルギーを数値計算により求め、通常の非
可逆な全加算器の消費エネルギーと比較し
た。図５には、加算の全入力の組み合わせに
ついて平均を取った時の１ビット RFA と
AQFP FA の消費エネルギーのクロック周波
数依存性を示す。図より、RFA の消費エネル
ギーは周波数に比例して減少するのに対し
て、AQFP FA の消費エネルギーは飽和してお
り、RFA は AQFP FA に対して低周波数にお
いて３桁以上の低消費エネルギー性を持つ
ことがわかる。RFA の 0.01 GHz における消
費エネルギー値 30yJ (y は 10-24) は、Landauer
限界の値(560yJ)を大きく下回っている。 
 一方、逆問題の解法においは、順方向演算
の結果生じる不要なゴミ情報の再入力が必

要となり、逆行列演算における課題が明らか
となった。しかしながら本研究を通して実際
に可逆ゲートを用いた可逆加算器を設計し、
減算動作を行うことに成功した。更に可逆多
数決ゲートを用いた可逆演算回路の消費エ
ネルギーの評価が可能となり、これらの回路
が Landauer 限界を超える超低エネルギーで
動作することを明らかにした。また、可逆回
路の設計において課題であるゴミ情報の生
成を効率的に抑える論理合成方法が明らか
となり、可逆演算の研究分野において新たな
方向性を示すことができた。 
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